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１ 策定の目的と位置付け 

（１）目的 

本計画は、平成２９（２０１７）年１月に策定された敦賀市公共施設等総合管理計

画に基づく個別施設計画として、旧国鉄敦賀港驛驛舎の管理に関する具体的な対応方

針を述べることを目的としています。 

 

（２）本計画の位置付け 

本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の下位計画となります。 

 

図表１ 本計画の位置付け 
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２ 計画期間と対象施設 

（１）計画期間 

本計画の計画期間は、令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度まで

の１０年間とします。 

なお、本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の改訂や社会環境等の変化等を踏

まえ、適時見直しを行います。 

 

（２）対象施設 

本計画の対象施設は、旧国鉄敦賀港驛驛舎です。 

 

図表２ 対象施設概要 

 

 

３ 現状と課題 

 

旧敦賀港驛驛舎は、当時の敦賀港駅舎を復元したもので、現在は敦賀鉄道資料館と

して、本市の観光資源のひとつになっております。 

施設は耐震性を有しているものの、建築から２０年が経過しており、建物内部の柱

に劣化が生じている箇所が複数認められます。 

 

 

 

  

施設名称 地区 運営形態 
延床面積 

（㎡） 

代表建築

年度 
経過年 耐用年数 

残耐用 

年数 

旧国鉄敦賀港驛驛舎 北 委託 222 1999 20 24 4 
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４ 基本的な考え方 

 

旧国鉄敦賀港驛驛舎は、金ケ崎エリアを軸とする市内周遊観光の拠点として重要な

機能を有しており、今後も同機能を存続します。 

また、建物については現状維持としますが、一部老朽化が進んでいる箇所も見受け

られるため、状況に応じ適切に修繕を行います。 

 

 

５ 施設の状態 

 

旧国鉄敦賀港驛驛舎では、「敦賀市公共施設簡易点検マニュアル」に基づく目視点

検を行っており、その結果は以下のとおりです。 

 

図表３ 簡易目視点検結果 

施設名称 建築物 設備その他 

旧国鉄敦賀港驛驛舎 ・建物内部の柱に亀裂が数か所あり ・異常なし 

 

 

施設運営に支障をきたす修繕箇所はありませんが、簡易目視点検により異常が発見

された場合は、速やかに修繕を行います。 
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６ 対策内容と費用 

（１）対策内容と実施時期 

基本的な考え方や施設の状態を踏まえた、本計画期間（１０年間）における具体的

な対策内容と実施時期は次のとおりです。 

 

図表４ 対策内容と実施時期 

  機能は存続、建物は現状維持とします。建築から２０年を経過していることから、

必要箇所の修繕を実施します。 

 

（２）概算費用 

本計画期間中に要する概算費用（維持管理費用除く）は、耐用年数を超えた使用を

見据えた場合、建築、電気設備、機械設備合わせて１，４９１万円を見込んでいます。

ただし、この費用は今後の施設の状態、劣化診断等により変動します。 

 

図表５ 概算費用 

 
※ 国土交通省官庁営繕部監修「建築物のライフサイクルコスト」の㎡単価に基づく試算。機械的な試算で

あり、「６（１）対策内容と実施時期」の内容とは連動していない。 

473 

1,018 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2021-2025 2026-2030

建築 電気設備 機械設備
（万円）

（年度）

施設名称 方向性_機能 方向性_建物 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 検討段階 

旧国鉄敦賀港驛驛舎 存続 現状維持 
 

決定 現状維持 状況により改修 


